
掲載数 12

地区 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 川崎市 中２
技術・家

庭
住まいの災害対
策

　災害を想定し、住まいの安全に関心を持ち、日頃から災害が起こっても対応できるよ
うに考えさせた。東日本大震災での中学生の活躍をＤＶＤ鑑賞し、命の尊さや重みだけ
ではなく、地域の人との支え合いや避難所生活における中学生の役割についても考える
ことができた。

ＮＨＫ「釜石の“奇
跡”～子どもたちが語
る3.11」

2 川崎市 中２
技術・家

庭
幼児の生活と家
族

　自分の成長過程を学び、自分の命は他にはない唯一無二のものであることを学習し
た。

3 湘南・三浦 中２
技術・家

庭

防災食育「避難
生活をよりよく
する災害食を作
ろう」

避難生活を少しでもよりよくするために、栄養面や食品を工夫し、蒸しパンを作っ
た。過去に起こった災害時にどのような生活を送っていたかをタブレットで調べ、それ
をもとに蒸しパン作りを計画した。実際に調理した後ロイロノートにまとめ、発表を
行った。成果として、実際に計画から調理を行うことで災害時に実践できる力を身に付
けることができた。

県総合教育センター2
年次研修の授業力向上
区分を参考にした。

4 湘南・三浦 中３
技術・家

庭
子どもの権利

保育の授業の中で、今までの大人に育てられる側の視点から子どもを育てる視点へと
考え方を広げた後、世界の子どもたちにも目を向け、子どもの権利について考え、子ど
もを育てる時に最低限必要なことを学んだ。

教科書・ワークシート

5 県央 中３
技術・家

庭

幼児の生活と家
族
「成長を振り返
ろう」

　「私の成長記録」を作ることにより、自分が人として生きてきたこれまでの軌跡は、
かけがえのないものだということが認識でき、自分の存在がどのような経過の中で、育
み、見守られてきたのかを考えさせた。幼い頃の自分について、家族やまわりの人たち
に聞いてレポートにまとめさせた。
レポートの内容
①生年月日、②生まれたときの身長・体重、③生まれたときの様子
④名前の由来、小さい頃の呼び名、⑤いちばん強く心に残っていること
⑥小さい頃、好きだったもの、⑦お世話になった人や、かわいがってもらった人をあ
げ、その人たちへ感謝の気持ちを書こう

東京書籍　新しい技
術・家庭　家庭分野

明治図書　技術・家庭
総合ノート　家庭分野

6 県央 中１
技術・家

庭

‣家族の住まいを
安全・安心に
‣災害への対策

・家庭内の事故の予防や対策を考える授業を行った。
・自然災害への備え方など家族の安全を考えることができた。

令和３年度　いのちの授業　事例集（中学校）【技術・家庭】



7 県央 中１
技術・家

庭
自分事として考
える防災

　綾瀬市の『災害時は「自助」「共助」「公助」で乗り切る』を家庭科の授業で取り上
げた。家を守ること（住生活）で自助を、自宅周辺の地形やそこで起こりえる災害を知
ること（地域）で共助を、そして避難所での担い手としての活動を考えること（自立）
で公助をタブレットやカードゲームを用いて学んだ。生徒は、自宅や学校周辺の状況を
知り、天候の変化を気にしたり、家での対策を考えたり、助け合いについて考えてい
た。また、カードゲームで立場が違えば考え方も異なることも知ることができた。

・国土交通省「ハザード
マップポータルサイト」
・綾瀬市防災ハザード
マップ
・広報「あやせ」
・災害対応カードゲーム
「クロスロード」

8 中 中３
技術・家

庭
自分の成長と家
族・家庭生活

　自分の成長と家族や家庭生活との関わりを学習する中で、命の尊さを学び、家族や地
域の人々と協力・協働して家庭生活を営む必要があることに気付かせた。

教科書、絵本作り

9 中 中１
技術・家

庭
食育の指導

　感染症防止対策として、昨年度より調理実習を実施することができない中、１年生で
は家庭科の授業において食事の役割について学んだ。具体的な指導内容として、食生活
の課題を見つけ、栄養素の種類と働きについて知り、何をどのくらい食べればよいのか
を考えた。そしてバランスのとれた献立を考える授業を行うとともに、「アイデア料理
コンテスト」や「学校給食夢コンテスト」への参加を促した。また１２月から学校給食
が始まり、感染症防止対策をとりながら生徒自身が配膳や片付けを行うことで、食に対
する意識が今まで以上に高まった。

「給食だより」や「食
育だより」を校内に掲
示し、日頃より食育に
対しての意識付けを
行った。

10 中 中１
技術・家

庭

住生活「住居の
機能と安全な住
まい方」

　「安全な住まい方」の領域で、安心で安全な住まいと災害への対策について学習し
た。家庭内事故を防止して命を守るために、事故の起きやすい状況を予測し、対策を考
えたり、災害が起きた時「自助（自分の命は自分で守る）」ためにどのような備えが必
要か、考えたり話し合ったりした。

家庭分野教科書・ワー
クシート
町の災害状況の写真

11 県西 中３
技術・家

庭

「幼い頃を振り返
ろう①」　～妊娠
してから出産する
までについて知ろ
う～

　「幼児の生活と家族」についての学習をなぜするのかを考えさせる導入として、母親のお腹に
命を宿してから、お腹の中で育って誕生するまでについて知る機会を設けた。小学校では、自分
が生まれた時のことを調べまとめている。妊娠中に気を付けることについて「飲酒や喫煙はよく
ない」など知識はあるが、なぜなのか答えられなかった。他にも食生活、日常の生活行動の中で
も、赤ちゃんのために気を付けることが多くあることについて、生徒からの意見を広げながら、
考えさせワークシートにまとめた。約10カ月間もの間、自分たち自身も多くの人々に大切に思っ
てもらい、お腹の中で育ってきたこと、そして自分の命の大切さを改めて実感していた。



12 県西 中１
技術・家

庭
私たちの住生活

　私たちが普段から生活している身近なところにも人のいのちを脅かすような危険が潜
んでいることを指導した。
①健康で快適な室内環境
　現代は気密性の高い住まいが増えている。冷暖房の効率は良いが、汚染された空気が
室内にこもりやすく、健康被害がでることもある。特に石油ストーブから発生する一酸
化炭素は非常に危険であり、命を脅かす要因となっていた。
②家族の住まいを安全・安心に
　高齢者は交通事故より家庭内事故で亡くなる人の割合が高い。0～4歳は、異物の飲み
込むなどの窒息事故の割合が高くなっていた。
③災害への対策
　いのちを守るため、地域の災害と防災・減災について学習した。災害発生時のため
に、事前に確認しておくべきことや対策しておくことについて学習した。

・東京書籍
　　　学習ノート
・１月１６日早朝に大
規模噴火による津波が
発生した。また１月１
７日は阪神淡路大震災
が発生した日でもあ
り、災害学習につな
がった。


